
ほとんどの大手企業でAI導入に
関する検討が行われている

̶̶ AIをどう定義しますか。
津田：ビジネスの観点で定義すると「人間の知
恵に、機械の『知恵』を加えて、ビジネスをよりよ
くするもの」と言えるでしょう。
この定義からすると、ネット上の検索エンジンや
レコメンデーションエンジンは立派なAIです。
森：「人智を超えないとAIでない」という見方もあ
りますが、既に実用化が進んでいるAI技術を
眺めると、写真を見て「これはネコだ」と認知して、
それに基づいてアクションをするなど、必ずしも
人智を越えた機能ばかりではありません。今まで
人間にしかできないと思われていたことが機械で
できているのなら、AIと言っていいと思います。

̶̶ 企業のAI導入の現状について教えてく
ださい。

津田：テラデータのお客様の多くは大手企業に
なりますが、ほぼすべてのお客様でAI導入の
社内検討が進んでいます。また、本格導入前の
概念実証（PoC）も多くのお客様で行われていま
す。ただし、ビジネス上の効果が出ているのは、
まだほんの一握りです。アメリカと比較すると、日
本は2年ぐらい後追いの状況と見ています。

7つのビジネス領域で
AI活用による
ビジネス成果獲得の実績

̶̶ AIによるビジネス成果にはどのようなも
のがありますか。

津田：一例としてレコメンデーションエンジンがあ
ります。機械学習を取り入れる前からその効果
は出ていますが、機械学習を取り入れることで
大量のデータを使った複雑な分析を高速に実
行できるので、レコメンデーションの効果は確実
に上がり、機会損失を抑制し、売上増というビ
ジネス成果が出ています。レコメンデーション以
外でも金融業での不正取引の検知、製造業で
の業務の効率最適化や設備の故障・障害予
測などのユースケースにおいて、AIを採用す
ることでより大きなビジネス成果を得ています。
一方で、AIに対して過剰な期待を抱いている
場合、あるいはAIにより獲得できるビジネス成
果が具体的にイメージできないために、何も行

動を起こさない場合もあります。
テラデータは、7つの領域（図表参照）において
AI活用によるビジネス成果の獲得に日本国内
でも実績があり、その領域を重点的にサポート
しています。

費用対効果を高める「転移学習」

̶̶ AI導入の投資対効果に懸念を持つ企業
も多いと聞きます。

森：そういった懸念を持つ企業には、AI導入の
アプローチとして、「転移学習」を知ってもらうこと
が有効だと思います。これは、既に存在するモ
デルに自社が保有するデータを付け加えて学習
させ、最適化されたAIを構築する手法です。
1社で一から全てを構築すると多額の投資にな

る場合もありますが、転移学習なら開発期間を
短縮できます。また、多くの既存モデルはオー
プンソースです。結果、開発コストを削減し、投
資リスクを極小化することが可能です。
実は、AI導入が進んでいる業界では転移学
習はよく知られたアプローチです。自動運転の
研究に取り組んでいる日本テラデータのお客様
では、道路を走りながら状況認識するAIを、
既存の動画認識モデルに転移学習させて構築
しました。この事例は、日本テラデータが携わる
AI活用プロジェクトの中で、最も先進的なもの
の一つです。

アナリティクスで重要なのは、
ビジネスへの実装と
ビジネス成果の獲得

̶̶ AI導入を成功させるためには何が必要
でしょうか。

津田：まず、アナリティクスという言葉を正確に
理解する必要があります。「分析」と訳されるこ
とが多いですが、それでは分析レポートが成果
物と思われがちです。むしろ「分析工学」と訳
すべきでしょう。「分析工学」が意味するところ
は、分析して、ビジネスに実装し、ビジネス成果
を上げるところまでを包括します。AIの本質は
アナリティクスですから、AIについても同じこと
が言えます。

̶̶ 「分析工学」を成功させるために、日々
データサイエンティストとしてどのように
取り組んでいるのでしょうか。

森：私はお客様と同じイメージを共有することを
大切にしています。そのためにプロジェクトの早
い段階で、実際に動くデモを使って我々が考え
ているアナリティクスをご説明します。目に見え
ることでお客様からも有効なフィードバックがもら
えるようになります。
また、データサイエンティストだけでなく、業界を
熟知したインダストリーコンサルタントやテクノロ
ジーに精通したエンジニア、お客様をよく理解し
た営業が一体となってプロジェクト進める必要
があります。テラデータはこの体制がしっかりで
きていると感じます。

まずはビジネス課題に焦点をあてる

̶̶ AI導入の検討はどこから始めればいい
のでしょう。

津田：AIというテクノロジー起点ではなく、まず
は解決すべきビジネス課題を明確にするところ
から始めるべきです。企業におけるあらゆるテ
クノロジー導入に際して言えることですが、それ
らはすなわちビジネス課題を解決するための手
段です。ビジネス課題の解決というと、あまりに
地に足がついた話だと思われますが、その先
にビジネス成果の獲得があり、ひいてはイノベー
ションがあります。テラデータは、前述のとおり日
本国内でも7つの領域でAI活用によるビジネ
ス成果獲得の実績を上げていますので、お客
様のビジネス課題に適した領域はどれかを検
討することをお勧めしています。
森：7つの領域の1つである「アナリティクスの自
動化」、つまり業務効率化について言えば、仮
にある社員が単純作業に7割の時間を使って
いるのであれば、AIを活用することでその時
間が2割に削減され、浮いた5割をクリエイティ
ブな仕事に向けることができるようになると考え
られます。これは、ビジネス課題の解決により、
イノベーションが生まれる可能性をも示唆すると
思います。
私はよくAIを「賢くて素直な部下だと思ってくだ

さい」とご説明します。最初はようやく日本語が
分かるレベルですが、正しく学習させさえすれ
ば、素直なので誰もよりも早く賢くなりますよ、と。

AIが新たなビジネスを創出する

̶̶ 今後AIで世の中はどのように変わって
いくと考えていますか。

津田：インターネットの歴史を振り返ると、だいた
いの予想ができます。発展期にネット通販が出
てきましたが、それは従来の店舗やカタログ通
販をインターネットに置き換えたものでした。しか
し時間が経って、インターネットを当然の前提と
した新しいビジネスが生まれました。AIもこれと
同じで、今は既存の業務の改善や代替の目的
で活用されていますが、今後はAI前提でしか
考えられない新しいタイプのビジネスが生まれて
くるでしょう。
森：そういう意味で、AIに今すぐ取り組む企業
には、先行者利益がありますね。Googleも
Facebookも、早い段階でネットについて学びな
がら先行サービスを研究して、改善したのが始
まりでした。AIならではの新しいビジネスも、AI
を学びながら既存サービスを研究することで生
まれてくるのではないでしょうか。
津田：既に芽は出てきていると感じます。テラ
データも、お客様がAIを含むアナリティクスを
駆使して、イノベーションを実現するお手伝いを
していきたいと考えています。

データサイエンティストに聞いた 
「企業のAI導入成功まで」
企業がAI導入に積極的に取り組む時代になった。

AIを導入する上で大切なことは何か、先進的な取り組みをしている企業の実態はどうなのか。

約20年に渡ってアナリティクスに取り組む津田 高治と、

経済学からアナリティクスの世界に飛び込んだ森 浩太、

二人のテラデータのデータサイエンティストに聞いた。

テラデータが提供するエンタープライズAIソリューション
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• コスト削減
• 生産性、効率化の向上

PAM / IoT
• コスト削減
• 顧客満足度の向上

• 自動運転の車
• 高度なナビゲーション

• 売上向上
• サプライチェーン最大活用

• 売上拡大
• 顧客満足度の向上

• 売上拡大
• コスト削減
• 顧客満足度の向上

• 顧客データとの紐付け
• 消費者からのクレーム理解

レコメンデーション
エンジン

カスタマー
ジャーニー

需要予測

アナリティクスの
自動化

音 / 音声 /
言語処理

コンピュータ
ビジョン

適切な商品を適切な顧客に
適切な時に提案

将来の販売 / 
需要予測

IoTデータを活用した
故障・障害予測

映像から人や物の状態を
検出、分類、理解

既存ビジネスプロセス
の自動化

非構造化テキストデータ
の内容の理解

新規顧客の獲得、 
クロスセル / アップセルの促進、
顧客離れの回避

シンクビッグ・アナリティクス本部
データサイエンス・プラクティス
ジャパン・プラクティス・ディレクター
博士（経営情報学）

津田　高治

シンクビッグ・アナリティクス本部
データサイエンス・プラクティス
データ・サイエンティスト
博士（経済学）

森　浩太
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